
高齢者福祉情報誌

Established 1951

Shisei  Senior  Service  Center

　軽費 / 特養 / 高齢者在宅サービスセンター / サービス付き高齢者向け住宅 /
　ケアハウス / グループホーム / 小規模多機能 / 看護小規模多機能

〒190-0022東京都立川市錦町6−28−15 TEL  042-527-0031(代) FAX. 527-2646
発行人：旭　　博　之                             編集：広報委員会
ホームページ：http://www.shisei.or.jp/     E メール：shisei-home@shisei.or.jp

No. 347 号
2019 年（令和元年）9 月

　

令
和
元
年
6
月
に
、
国
よ
り
こ
れ
か
ら

の
認
知
症
施
策
の
あ
り
方
を
示
す
「
認
知

症
施
策
推
進
大
綱
」
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
原
因
疾
患
に
よ
っ
て
、
認
知

機
能
の
持
続
的
な
低
下
が
生
じ
、
そ
こ
か

ら
自
信
の
喪
失
や
活
動
性
の
低
下
等
心
理

面
の
問
題
が
起
き
ま
す
。
認
知
症
か
ら
く

る
行
動
や
症
状
の
出
現
は
個
人
差
が
大
き

く
、
画
一
的
な
対
応
方
法
は
な
い
と
と
も

に
、
周
囲
の
人
か
ら
は
「
問
題
行
動
」
を

起
こ
す
人
と
み
な
さ
れ
や
す
く
、
社
会
的

活
動
が
制
限
さ
れ
、
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
し
ま
す
。

　
平
成
元
年
以
前
に
は
『
恍
惚
の
人
』（
有

吉
佐
和
子
著
）
の
影
響
も
あ
り
、
社
会
の

認
知
症
に
対
す
る
認
識
は
広
が
り
ま
し
た

が
、
専
門
的
な
支
援
ス
キ
ル
は
未
確
立
で
、

老
人
医
療
無
料
化
に
よ
り
老
人
病
院
が
増

加
し
、
認
知
症
高
齢
者
の
社
会
的
入
院
が

増
え
、
身
体
拘
束
や
行
動
制
限
、
向
精
神

病
薬
に
よ
る
過
鎮
静
と
い
う
対
応
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
１
９
８
４（
昭
和
59
）年
に
厚
生
省
が
「
痴

呆
性
老
人
処
遇
技
術
研
修
事
業
」
を
始
め
、

看
護
・
治
療
か
ら
認
知
症
高
齢
者
の
理
解

と
援
助
（
ケ
ア
）
と
い
う
視
点
へ
転
換
し
、

受
容
と
傾
聴
に
よ
り
そ
の
人
の
気
持
ち
に

寄
り
添
う
、
心
理
的
理
解
に
も
と
づ
く
ケ

ア
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
効
率

重
視
か
ら
当
事
者
の
生
活
リ
ズ
ム
を
尊
重

し
て
、
施
設
環
境
を
変
え
る
考
え
方
に
よ

り
、
介
護
保
険
開
始
後
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
の
介
護
保
険
制
度
の
開
始
後

も
、
要
介
護
認
定
者
の
増
加
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
脆
弱
性
等
の
課
題
が
あ
り
、
要
介

護
高
齢
者
の
相
当
部
分
が
認
知
症
高
齢
者

で
あ
り
、
身
体
ケ
ア
の
み
で
は
な
く
、
認

知
症
高
齢
者
に
対
応
し
た
ケ
ア
を
高
齢
者

介
護
の
標
準
と
す
る
べ
き
と
い
う
考
え
方

も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
そ
の
も
の
を
ケ
ア
と
し
て
組
み
立

て
、
小
規
模
な
生
活
空
間
・
住
み
慣
れ
た

　
　
　
日
本
社
会
事
業
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　

教　
　
授　
　

下　

垣　
　

光

地
域
で
の
生
活
の
継
続
が
重
要
で
あ
る
と

捉
え
、「
箱
モ
ノ
」
を
整
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
事
業
者
や
従
事
者
の
ケ
ア
の
専
門
性

と
資
質
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
限
界
が
明
確
に

な
り
、
家
族
や
地
域
の
力
が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
、
家
族
を
支
え
る
地
域
の
仕
組

み
を
作
る
必
要
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
頃
か
ら
、
認
知
症
高
齢
者
の

増
加
に
伴
い
、
方
向
転
換
が
み
ら
れ
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
入
所
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
化
す
る
と
と
も
に
、
在
宅
で
の
生
活

の
継
続
を
目
指
す
た
め
に
、
早
期
受
診
に

よ
り
重
度
化
を
回
避
し
て
い
く
こ
と
を
強

化
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
認
知
症
初

期
支
援
チ
ー
ム
や
認
知
症
支
援
推
進
委
員

が
制
度
化
さ
れ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で

生
活
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
地
域
作
り

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
は
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
（
認

知
症
施
策
推
進
5
か
年
計
画
）
が
出
さ
れ
、

認
知
症
に
な
っ
た
時
に
地
域
の
中
で
ど
ん

な
社
会
資
源
や
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

の
か
を
示
し
た
ケ
ア
パ
ス
の
整
備
、
早
期

診
断
や
早
期
治
療
を
実
現
す
る
た
め
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
構
築
、
地
域
へ
の
普
及
啓
発

の
た
め
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

の
推
進
、
若
年
性
認
知
症
へ
の
支
援
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
等
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。　

　

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
な
る
と
、
普
及

啓
発
の
推
進
、
医
療
・
介
護
の
連
携
、
若

認
知
症
施
策
推
進
大
綱
と
介
護
に
つ
い
て

　
　
　
　
〜
至
誠
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
講
義
よ
り
〜
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年
性
認
知
症
施
策
の
強
化
、
予
防
・
治
療

の
た
め
の
研
究
開
発
、
介
護
者
へ
の
支
援

等
が
掲
げ
ら
れ
、
認
知
症
の
人
の
意
思
を

尊
重
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
10
月
頃
よ
り
「
認
知
症
施
策
推

進
大
綱
」
の
策
定
へ
と
動
き
、
認
知
症
の

発
症
を
遅
ら
せ
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
希

望
を
も
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る
社
会

を
目
指
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
の
視
点

を
重
視
し
な
が
ら
、「
共
生
」
と
「
予
防
」

が
施
策
の
両
輪
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
知

症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進
や
予
防
法
の
研

究
の
促
進
等
と
と
も
に
、
認
知
症
高
齢
者

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
本
人
発
信
の
支
援

も
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
施
策
の
中
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
に

つ
い
て
、
マ
ク
ロ
（
政
策
・
社
会
）、
メ
ゾ

（
地
域
・
職
種
の
連
携
）、
ミ
ク
ロ
（
直
接

的
な
対
応
・
ケ
ア
ワ
ー
ク
）
の
関
連
性
で

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ク
ロ
・
メ
ゾ
レ
ベ
ル
の
課
題
は
、
認

知
症
の
人
の
数
の
増
加
に
伴
う
介
護
人
材

の
量
的
な
不
足
に
対
し
て
、
市
区
町
村
の

計
画
策
定
の
必
要
性
や
、
認
知
症
高
齢
者

に
対
し
て
の
社
会
の
「
受
け
入
れ
」
の
不

十
分
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
課
題
は
、
認
知
症
の

人
の
意
志
を
尊
重
し
た
ケ
ア
を
進
め
、
社

会
的
孤
立
を
防
ぎ
、
介
護
者
へ
の
支
援
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
事

者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
そ
の
人
の
ス
ト

レ
ン
グ
ス
（
強
み
・
で
き
る
こ
と
）
に
も

着
目
し
、
個
人
差
や
日
々
の
状
態
の
変
化

も
含
め
、
常
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、
チ
ー

ム
の
中
で
的
確
な
ケ
ア
に
繋
げ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
家
族
や
か
か
り
つ
け

医
等
医
療
体
制
を
含
め
た
支
援
環
境
を
整

え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
区
市
町
村
の

福
祉
計
画
等
に
含
め
、
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
実
践
は
、
ミ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
マ
ク

ロ
を
結
び
付
け
、
認
知
症
施
策
を
展
開
し

て
い
く
力
で
す
。
ミ
ク
ロ
の
視
点
～
支
援

環
境
整
備
や
本
人
の
意
志
の
尊
重
～
を
理

解
し
た
福
祉
の
専
門
家
の
活
動
が
マ
ク
ロ

の
政
策
を
ど
う
実
現
さ
せ
て
い
く
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

実
践
は
地
域
に
反
映
さ
れ
、
変
え
る
力
と

な
り
ま
す
。
今
後
も
至
誠
学
舎
立
川
の
実

践
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
例
年
に
な
く
遅
い
梅
雨
明
け
で
、
暑

さ
が
続
く
な
か
、
７
月
26
日
㈮
午
後
６
時
30
分

よ
り
立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
（
ア
イ
ム
）

１
階
ホ
ー
ル
に
て
、「
第
17
回
至
誠
福
祉
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
至
誠
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
は
、
児
童
・
保

育
・
高
齢
と
異
な
る
分
野
の
課
題
に
つ
い
て
、

職
員
が
実
践
の
科
学
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み

を
、
法
人
全
体
の
研
修
の
場
に
お
い
て
発
表

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
取
り
組
む
福
祉
活
動

の
層
の
深
化
と
職
員
同
士
の
研
鑽
を
意
図
し
、

専
門
家
か
ら
の
助
言
を
受
け
て
職
員
が
更
に
成

長
す
る
場
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
し
た
。

【
講
義
】　

　
「
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
と
介
護
」

　
　
日
本
社
会
事
業
大
学　
下
垣　
光　
教
授

【
児
童
事
業
本
部
】

　
「
修
繕
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
」

　
至
誠
大
地
の
家　

　
　
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　
磯
沼
国
弘

　
　
看
護
師　
伊
東
や
よ
い

　
　
心
理
職　
北
村
文
菜

【
保
育
事
業
本
部
】

　
「
Ｉ
Ｔ
Ｃ
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化
・
省
力
化
」

　
　
至
誠
い
し
だ
保
育
園　
園
長　
髙
橋
智
宏

　
　
保
育
士　
小
榑
秀
明

【
高
齢
事
業
本
部
】

　
「
フ
ッ
ト
ケ
ア
で
快
足
生
活
」

  　
至
誠
ホ
ー
ム　

　
　
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー　
中
島
雅
人
・
石
垣
健
太

　
　
理
学
療
法
士　
桒
原
右
京　

　
　
看
護
師　
鷹
取
鈴
貴　
　
　

【
講
評
】　

日
本
社
会
事
業
大
学　
　
下
垣　
光　
教
授

 

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
構
成
を
少
し
変
え
て
、

始
め
に
日
本
社
会
事
業
大
学
下
垣
教
授
に
、
日

本
の
認
知
症
の
施
策
を
中
心
に
ご
講
義
い
た

だ
く
内
容
と
し
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
１
〜
２

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
）

　
第
二
部
で
例
年
通
り
、
３
事
業
本
部
の
代
表

に
よ
る
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
講
評
を

一
部
に
続
き
下
垣
教
授
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

①
チ
ー
ム
力
で
考
え
方
が
固
定
化
・
マ
ン
ネ
リ

化
し
易
い
中
、
新
し
い
取
り
組
み
で
挑
戦
し
て

い
っ
た
内
容
で
し
た
。
②
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
所
の
力
を
ま
と
め
る
取

り
組
み
で
し
た
。
③
目
で
見
え
る
実
践
で
介
護

予
防
的
視
点
か
ら
成
果
と
し
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
・

生
活
生
活
全
般
が
ど
う
変
わ
る
か
に
も
つ
な
が

る
取
り
組
み
で
し
た
。

　
最
後
は
、
法
人
の
研
修
委
員
長
で
あ
る
高
齢

事
業
本
部
長
の
旭
博
之
ホ
ー
ム
長
よ
り
閉
会
の

挨
拶
が
あ
り
、
総
勢
１
４
２
名
が
参
加
し
た
今

年
の
至
誠
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
が
終
了
し
ま
し
た
。

セミナーの発表者

第
17
回　
至
誠
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
開
催
さ
れ
る
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上寿･白寿・米寿･喜寿の皆様
おめでとうございます

綾田スエ子 さん
（至誠ホームオンニ）105歳

綾田さんは至誠ホームオンニで
最年長（105歳）となりますが、
いつも元気に笑顔で職員や他利
用者の方々にお言葉を掛けて下
さいます。これからも元気でオ
ンニ（幸せ）な毎日をお過ごし
下さい。

小山　宣雄 さん
（至誠ホームミンナ）101歳

101歳を迎えられた小山さん。
若い頃は零戦の設計者とのこと
で、よくお話を聞かせて下さい
ます。また食べることもお好き
で、毎日残さずお食事を召し上
がっています。長寿の秘訣だそ
うです。これからも変わらずお
元気にお過ごし下さい。

蔵田　郁枝 さん
（至誠和光ホーム）100歳

入居して14年の歳月が流れ、間
もなく101才を迎えようとして
います。私にとってのホームは
オアシスとも云うべき居心地の
良い場所となり、日々の幸せを
感謝しております。

林　　　幸 さん
（至誠特別特養老人ホーム）99歳

今年は99歳の白寿です。９月
26日には100歳のお誕生日を迎
えられます。
いつもニコニコと笑顔が素敵な
林さん。これからもその笑顔で、
周りの人たちを癒してください
ね！

千葉　浩子 さん
（至誠ホームアウリンコ）104歳

104歳とは思えない程お元気に
本を読んだり、皆さんと談笑し
て過ごされています。長寿の秘
訣はなんですかと伺うと「ゆっ
くりのんびり過ごすことです」
とお言葉を頂きました。これか
らもお元気でお過ごしください。

寺尾　類子 さん
（至誠ホームミンナ）101歳

101歳を迎えられた寺尾さん。
手先が器用で、フロアの入居者
様が使用する箱をチラシで作っ
たり、繕い物や畳み物を手伝っ
て下さいます。いつもありがと
うございます。これからもお元
気でお過ごし下さい。

平澤　ヨキ さん
（至誠特別特養老人ホーム）102歳

今年102歳を迎えられました。
長生きの秘訣は「食事だね！」
と明るくお話してくださりまし
た。
これからも平澤さんらしく元気
にお過ごしください。

大石　健雄 さん
（至誠ホームミンナ）　101歳

101歳を迎えられた大石さん。
民謡を歌ったり、立ち上がり踊
って下さるチャーミングな一面
をお持ちであり、ラグビーで鍛
えられた大きな背中にとても頼
もしさを感じています。これか
らもお元気にお過ごしください。

（ご本人の希望により、写真掲載はし
ておりません。）

至誠ホームは

竹下かず子 さん
（至誠ホームアウリンコ）　101歳

101歳となりいつまでも元気な
かず子さん。職員に対し「いつ
も大変ね。私も昔同じ仕事をし
てたからわかる」と温かい言葉
をかけて下さり、また素敵な笑
顔でフロアを和ませています。
これからも元気な笑顔をたくさ
ん見せて下さい。

河合弥江子 さん
（至誠ホームキートス）　100歳

キートス2階すずらんの家にお住
まいの河合弥江子さん。今年の3
月に100歳を迎えられました。
100歳になってもご自分のこと
はご自分で行ない、いつでも他
者への感謝を忘れません。これ
からも笑顔で過ごしていきまし
ょう！

▼
至
誠
特
別
養
護

　
　
　
老
人
ホ
ー
ム

　
新
井　
鈴
子
さ
ん

　
小
林　
　
猛
さ
ん

　
須
永
喜
美
子
さ
ん

　
平　
　
　
照
さ
ん

　
春
原　
義
彦
さ
ん

　
須
田　
　
侃
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム

　
　
　
ア
ウ
リ
ン
コ

　
宮
㟢　
正
雄
さ
ん

　
宮
㟢
み
ね
子
さ
ん

　
宮
本　
静
枝
さ
ん

　
八
木
八
重
子
さ
ん

　
小
川　
静
枝
さ
ん

　
谷
口　
雅
子
さ
ん

　
小
松　
葉
子
さ
ん

▼
至
誠
和
光
ホ
ー
ム

　
古
林　
昌
子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ

　
　
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス

　
水
越　
栄
子
さ
ん

　
前
中　
光
雄
さ
ん

　
水
田　
康
子
さ
ん

　
濱
㟢　
裕
子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ

　
　
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
鈴
木　
時
子
さ
ん

　
林　
　
則
子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ

　
米
山　
映
子
さ
ん

▼
至
誠
調
布
若
葉

　
　
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
温
井　
浪
子
さ
ん

　
加
藤　
玲
子
さ
ん

　
中
西　
　
孝
さ
ん

▼
至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム

　
二
宮
　
照
子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ

　
細
川　
保
子
さ
ん

米
　
寿
（
八
十
八
歳
）

喜
　
寿
（
七
十
七
歳
）

▼
至
誠
ホ
ー
ム

　
　
　
ア
ウ
リ
ン
コ

　
松
下　
澄
子
さ
ん

　
隠
岐　
シ
ゲ
子
さ
ん

　
石
川　
久
子
さ
ん

▼
至
誠
和
光
ホ
ー
ム

　
綿
引　
紀
子
さ
ん

　
古
西　
光
代
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
せ
せ
ら
ぎ

　
吉
田　
千
鶴
子
さ
ん

▼
至
誠
ホ
ー
ム
オ
ン
ニ

　
中
西　
正
子
さ
ん

▼
至
誠
調
布
若
葉

　
　
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
木
本　
登
美
子
さ
ん

　
柴
崎　
弘
二
さ
ん

▼
至
誠
キ
ー
ト
ス
ホ
ー
ム

　
宮
下　
春
子
さ
ん

　
飛
田　
一
乃
さ
ん
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８
月
２

日
㈮
、
至

誠
ホ
ー
ム

恒
例
の
納

涼
大
会
が

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
に
引

き
続
き
、

錦
六
会
よ

り
や
ぐ
ら

を
お
借
り

し
、
運
営

に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
18
時
、
鼓
友
会
の
太
鼓
の
音
で
納
涼
大
会
の

始
ま
り
を
告
げ
、
至
誠
さ
わ
や
か
コ
ー
ラ
ス
の

皆
さ
ん
が
こ
の
日
の
為
に
練
習
を
し
た
歌
声
を

披
露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
や
ぐ
ら
の
ま

わ
り
で
は
錦
六
会
、
竹
倖
会
の
皆
様
、
地
域
の

皆
様
、
そ
し
て
利
用
者
と
ご
家
族
が
楽
し
そ
う

に
踊
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
、
錦
六
会
お
囃
子
部
の
方
々
が
伝

統
芸
能
を
ご
披
露
下
さ
り
、
花
火
で
は
打
ち
上

が
る
度
に
歓
声
が
上
が
り
、
皆
さ
ん
納
涼
大
会

を
堪
能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し
て

至
誠
ホ
ー
ム
納
涼
祭

　

今
年
も
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
る

至
誠
ホ
ー
ム
　
錦
町

お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
至
誠
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
第
二
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木　
裕
也
）

至
誠
ホ
ー
ム
キ
ー
ト
ス

　
今
年
で
19
回
目
の
「
キ
ー
ト
ス
ま
つ
り
」
を

７
月
６
日
㈯
に
開
催
し
ま
し
た
。
開
設
記
念

と
、
地
域
で
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々

へ
の
感
謝
を
込
め
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
入
居
者
や
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
、
キ
ー
ト
ス
・
柏
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
さ
ん
、
近
隣
の
皆
様
と
、
多
く
の
方
々
が

参
加
さ
れ
楽
し
く
賑
や
か
に
催
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
マ
ッ
ハ
ケ
ン
ジ
（
男

女
ペ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
）
に
よ
る
歌
と
演
奏
で
し

た
。
マ
ッ

ハ
さ
ん
の

参
加
型
ス

テ
ー
ジ

で
、
会
場

の
一
体
感

を
感
じ
お

楽
し
み
い

た
だ
け
た

こ
と
で
し

ょ
う
。

　
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
ご
家
族
の
皆
様
の
御
協

力
と
御
支
援
で
開
催
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（至

誠
ホ
ー
ム
キ
ー
ト
ス　
土
方
素
史
）

至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ

　
８
月
９
日
㈮
、
11
回
目
の
「
至
誠
ホ
ー
ム
ミ

ン
ナ
納
涼
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
入
居
者
・
利
用
者
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
老
人
会
や
親
子
連
れ
ま

で
、
１
５
０
名
を
超
え
る
方
々
が
集
う
活
気
溢

れ
る
お
祭
り

と
な
り
ま
し

た
。

　
風
情
あ
る

盆
踊
り
や
模

擬
店
を
は
じ

め
、
旭
ホ
ー

ム
長
率
い
る

ア
ミ
ー
ゴ
・

デ
・
ミ
ン
ナ

の
バ
ン
ド
演

奏
や
国
立
音
大
生
さ
ん
に
よ
る
素
敵
な
歌
声
等

イ
ベ
ン
ト
も
充
実
し
、
参
加
者
皆
さ
ん
が
一
体

と
な
っ
て
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
着
付
け
や
模
擬
店
応
援
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
達
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
改
め

て
ミ
ン
ナ
が
地
域
に
密
着
し
た
施
設
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
ご
協
力
下
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
至
誠
ホ
ー
ム
ミ
ン
ナ
特
養
ホ
ー
ム　
根
本
昂
大
）

至
誠
ホ
ー
ム
調
布
若
葉

　
調
布
若
葉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
夏
祭
り
は
７
月

24
日
㈬
に
開
催
し
ま
し
た
。
夏
祭
り
で
は
盆
踊

り
を
行
い
、
太
鼓
を
叩
い
て
下
さ
る
方
、
前
に

出
て
踊
っ
て
下
さ
る
方
、
座
っ
て
踊
り
な
が
ら

歌
っ
て
下
さ
る
方
等
、
ご
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の

参
加
の
仕
方
で
楽
し
ま
れ
て
と
て
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
輪
投
げ
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
に
も
参
加
さ
れ
て
と
て
も
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　
お
祭
り
の
半
ば
に
は
、
近
隣
の
学
童
ク
ラ
ブ

の
子
供
達
も
参
加
し
て
下
さ
り
、
皆
さ
ん
と
共

に
夏
祭
り
を
楽
し
ま
れ
て
、
地
域
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
で
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
夏

祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
調
布
若
葉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　
髙
橋
裕
志
）
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３
日
間
の
う
な
さ
れ
る
高
熱
・
節
々
の
痛

み
・
だ
る
さ
な
ど
に
苦
し
ん
だ
経
験
の
あ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
Ａ
型
・
Ｂ
型
、
そ
れ

に
Ｃ
型
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
Ａ
型
と
Ｂ
型

が
人
間
の
間
で
流
行
し
ま
す
。
流
行
時
期
は
12

月
か
ら
３
月
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る

と
高
熱
・
関
節
痛
・
筋
肉
痛
・
全
身
の
だ
る
さ

な
ど
急
激
に
出
現
し
て
く
る
特
徴
が
あ
り
、
私

た
ち
の
身
体
を
苦
し
め
る
の
で
す
。

　
そ
ん
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
実
は
と
て
も
怖

い
病
気
な
の
で
す
。

　
持
病
の
あ
る
方
や
高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
罹
っ
て
し
ま
う
と
体
力
を
奪
わ
れ
、
時
に

は
肺
炎
を
合
併
し
て
し
ま
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
肺
炎
が
治
っ
て
も
体
力
が
戻
ら
ず
衰

弱
し
て
し
ま
う
事
が
あ
り
、「
死
を
招
く
病
気
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
…
…
。

　
で
す
か
ら
、
た
と
え
罹
っ
て
し
ま
っ
た
と
し

て
も
重
症
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
ず
は
日
頃
の
手
洗
い
や
う
が
い
、
こ
ま
め

な
水
分
摂
取
、
ひ
と
ご
み
の
中
で
は
マ
ス
ク
の

着
用
を
心
掛
け
、
ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
も
活

用
し
、
罹
ら
な
い
よ
う
に
予
防
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
重
症
化
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
に
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
持
病
の
あ
る
方
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方

は
主
治
医
に
相
談
し
て
か
ら
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
自
治
体
や
病
院
に
よ
っ
て
接
種
可
能
期
間
や

費
用
が
違
う
た
め
必
要
な
際
は
病
院
や
各
自
治

体
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
る
こ
と
な
く
こ
の
冬

は
健
康
で
過
ご
せ
る
よ

う
に
日
頃
の
予
防
を
心

掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
至
誠
ホ
ー
ム
ア
ウ
リ
ン
コ
生
活
支
援　
　
　
　
　

　
　
室　

長　

ハ
ー
マ
ン
ト
リ
ー
美
奈　

高
齢
期
を
元
気
に
過
ご
そ
う
‼

　
　
　
専
門
職
か
ら
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！

ほ
ん
と
は
怖
い
病
気

　
　
　「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

　
こ
の
10
月
よ
り
介
護
保
険
の
報
酬
改
定
が
行

わ
れ
ま
す
。
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
も
の

で
す
が
、
併
せ
て
「
特
定
処
遇
改
善
加
算
」
が

導
入
さ
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、
消
費
増
税
に
伴
う
改
定
に
つ
い
て
で

す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
自
体
は
消
費
税
非
課

税
で
す
が
、
増
税
に
よ
り
、
事
業
者
が
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
際
に
必
要
と
な
る
費
用
も
増
加

し
ま
す
。
そ
の
増
加
分
を
介
護
報
酬
に
反
映
さ

せ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
の
食
費
・
居
住
費

に
つ
い
て
は
、
所
得
の
低
い
方
に
は
負
担
限
度

額
を
設
け
、
平
均
的
に
掛
か
る
費
用
と
し
て
定

め
ら
れ
た
額
（
＝
基
準
費
用
額
）
と
の
差
額
を

保
険
給
付
（
＝
補
足
給
付
）
で
補
う
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
増
税
分
を
加
味
し
て
こ
の

基
準
費
用
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

利
用
者
の
負
担
限
度
額
は
据
え
置
か
れ
ま
す
の

で
、
補
足
給
付
の
額
の
引
上
げ
で
差
額
分
が
補

わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
改
定
に
加
え
、
今
回
注
目
さ
れ
る

の
が
先
述
の
「
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加

算
」
の
創
設
で
す
。
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

事
業
所
に
対
し
、
現
行
の
「
介
護
職
員
処
遇
改

善
加
算
」
に
上
乗
せ
し
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
の
実
現
た
め
に
、
不
足

し
て
い
る
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
の
た
め

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
け
る
勤
続
年
数

10
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
に
つ
い
て
月
額
平
均

8
万
円
相
当
の
処
遇
改
善
を
行
う
」
こ
と
を
算

定
根
拠
と
し
た
報
酬
改
定
を
行
う
と
し
た
『
新

し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』（
平
成
29
年
12

月
閣
議
決
定
）
の
施
策
が
具
体
化
さ
れ
た
も
の

と
解
さ
れ
ま
す
。

　
加
算
額
は
、
各
事
業
所
の
介
護
報
酬
に
、
各

サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
加
算
率
を
乗
じ

た
額
と
な
り
ま
す
。
加
算
率
は
サ
ー
ビ
ス
の
種

別
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
算
定
す
る
事
業
者
が

多
い
と
予
想
さ
れ
る
「
特
定
処
遇
改
善
加
算

Ⅱ
」
の
場
合
、
最
も
低
い
通
所
介
護
等
の
1.0
％

か
ら
最
も
高
率
の
訪
問
介
護
等
の
4.2
％
の
間
で

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
職
員
へ
の
配
分
の
仕
方
は
一
定
の
ル
ー
ル
の

範
囲
内
で
事
業
者
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
職
員
を
Ａ
「
経
験
・
技
能
の
あ
る
介

護
職
員
」・
Ｂ
「
他
の
介
護
職
員
」・
Ｃ
「
そ
の

他
の
職
種
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
対
象
を

「
Ａ
の
み
」「
Ａ
と
Ｂ
」「
Ａ
Ｂ
Ｃ
す
べ
て
」
の

い
ず
れ
か
の
組
み
合
わ
せ
の
中
か
ら
事
業
者
が

決
め
ま
す
。

　
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
に
介
護
報
酬

が
加
算
さ
れ
る
こ
と
は
、
働
く
介
護
職
員
に
と

っ
て
も
、
ま
た
、
職
員
の
処
遇
改
善
を
図
り
た

い
事
業
者
に
と
っ
て
も
、
も
と
よ
り
歓
迎
す
べ

き
こ
と
で
す
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
加

算
で
『
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
』
の
数
字
を
実
現
す

る
の
は
難
し
い
と
い
う
の
が
実
情
の
よ
う
で

す
。

　
至
誠
ホ
ー
ム
キ
ー
ト
ス

　
　
園　
長　

大
友
正
樹



〈6〉

小
山
廣
重　
あ
ゆ
み
の
箱　
　
　
　
　

 　
　
23
件
（
延
97
件
）

②
物
品
の
部

石
原
啓
子　
　
新
開
惠
美
子　
武
井
則
道　
三
井
住
友
海
上
管

弦
楽
団　
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
東
京
善
意

銀
行　
　
末
木
洋
子　
　
下
東
玲
子　
　
上
水
め
ぐ
み
教
会　

日
本
建
設
㈱
代
表
取
締
役
会
長
日
野
直
行　
㈱
川
原
経
営
総
合

セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ
う
会
」
事
務
局　
　
　
市
川
敏
夫

尾
原
昭
夫　
　
㈲
須
﨑
工
務
店　
小
野
村
一
郎　

マ
ル
幸
小
林
米
穀
店　
Ａ
Ｄ
印
刷
㈱　
㈱
フ
ジ
タ
多
摩
営
業
所

㈱
ア
ネ
シ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
23
件
（
延
31
件
）

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
錦
地
区
）

【
立
川
市
】  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会　

お
は
な
し
た
ま
ご　
み
ど
り
の
会　
立
正
佼
成
会
壮
年
部
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム　
朗
読
サ
ー
ク
ル
こ
え　
鈴
の
会　

錦
六
茶
友
会　
遊
木
会　
も
み
じ
会　
す
だ
ち
の
会

相
庭
鳩
枝 

赤
羽
根
孝
子 

赤
松
富
子 

麻
生
ミ
エ

荒
井
キ
ミ 

荒
井
益
子 

安
藤
道
子 

飯
田
幾
子

五
十
嵐
和
子 

伊
藤
信
子 

井
上
京
子 

今
村
サ
ユ
リ

岩
谷
淳
子 

梅
津
美
和
子 

及
川
悦
子 

大
古
春
子

大
澤
康
子 

太
田　
利 

大
舘
純
子 

大
友
真
由
美

小
川　
隆 

小
俣
か
つ
江 

賀
田
恵
子 

加
藤
典
子

金
井
敬
子 

金
澤
シ
ズ
子 

神
田
ミ
ヨ 

岸　
幸
子

木
村
千
世
子 

木
村
玲
子 

蔵
田
郁
枝 

倉
田
雅
代

五
ノ
井
耐
子 

小
松　
滋 

小
松
万
壽
子 

小
峰　
誠

小
山
時
子 

近
藤
庄
司 

境
田
美
夏 

坂
本
美
智
子

佐
々
木
昭
治 

佐
藤
さ
ち 

佐
藤
美
智
子 

山
同
千
賀
子

篠
村
綾
子 

島
岡
幸
子 

ジ
ョ
ー
ジ
兼
路　
鈴
木
恵
子

鈴
木
幸
子 

砂
田
か
お
る 

関
口
鈴
代 

関
根
哲
子

高
田
文
彦 

高
田
利
花 

高
松
久
美
子 

髙
山
俊
子 

武
田
利
子 

田
中　
暁 

田
中
美
紗
子 

田
中
由
紀
子 

谷
口
冨
美
子 

寺
島
英
子 

永
野
和
江 

中
村
公
子 

中
村
幸
子 

永
山
幸
子 

西
村
和
也 

野
村
哈
爾
美 

橋
本
早
紀
子 

橋
本
ラ
イ
ヤ 

畠
山
知
也 

坡
場
雛
子 

浜
中
広
見 

ハ
リ
ス
・
ブ
ル
ー
ス 

平
澤
基
幸 

平
田
道
子 

蛭
田
ス
エ
子 

藤
本
聰
江 

古
林
昌
子 

古
谷
文
子 

宝
諸
博
文 

前
中
光
雄 

水
田
康
子 

水
野
美
鈴 

村
山
恵
美
子 

茂
木
ハ
マ
子 

山
田
ハ
ル
江 

山
本
久
仁
子 

吉
川
厚
子 

吉
田
千
鶴
子 

米
山
勝
利 

若
村
ふ
み
子 

渡
邉
綾
子 

渡
邉
薫
夫 

渡
部
調
匡

【
日
野
市
】　
ク
イ
ー
ン
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ　
ウ
ケ
ホ
ア
ヘ
レ

音
楽
ひ
ろ
ば 

N
a H

oa P
ili

石
井
匡
代 

今
井
幸
子 

岩
下
昭
子 

大
浦
は
づ
き

大
場
春
子 

金
尾
眞
砂
子 

阪
口
満
里
子 

鈴
木
信
朗

須
山
ひ
と
み 

竹
内
美
幸 

竹
内　
康 

西
垣
ま
き
子 

西
山
寛
子 

蛭
田
美
子 

目
黒
美
知
子 

吉
﨑
武
子 

吉
田
克
子 

令
和
元
年
６
月
１
日
〜
７
月
31
日

CH
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
GH
：
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

錦
：
錦
地
区　
和
：
和
光
ホ
ー
ム　
多
：
多
摩
川
ブ
ロ
ッ
ク

ア
：
ア
ウ
リ
ン
コ　
ス
：
ス
オ
ミ　
キ
：
キ
ー
ト
ス
グ
ル
ー
プ　

国
：
国
分
寺
ブ
ロ
ッ
ク　
調
：
調
布
地
区

　
６　
　
月

１
土　
２
０
１
９
年
度
感
謝
の
つ
ど
い

11
火　
GH
運
営
推
進
会
議
・
身
体
拘
束
廃
止
推
進
委
員
会（
調
）

13
木　
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
国
）／
給
食
委
員
会（
和
）

15
土　
ぷ
ら
っ
と
な
み
き（
国
）／
コ
ミ
カ
フ
ェ
／
評
議
員
会
・

理
事
会

19
水　
フ
ロ
ア
懇
談
会（
和
）／
若
葉
カ
フ
ェ（
調
）

20
木　
和
光
役
員
会（
和
）

26
水　
運
営
懇
談
会（
ス
）／
輝
き
観
音
御
法
要（
ア
）

27
木　
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
国
）

　
７　
　
月

３
水　
二
代
目
理
事
長
法
要

４
木　
給
食
委
員
会
・
ホ
ー
ム
委
員
会（
至
特
）

６
土　
家
族
会
幹
事
会（
至
特
・
和
）／
キ
ー
ト
ス
ま
つ
り（
キ
）

９
火　
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
国
）・
サ
マ
ー
検
診
（
和
・
ス
）

11
木　
給
食
委
員
会（
和
）

12
金　
迎
え
火（
錦
）

16
火　
盂
蘭
盆
会
／
送
り
火

17
水　
若
葉
カ
フ
ェ（
調
）

18
木　
和
光
役
員
会（
和
）／
運
営
推
進
会
議（
キ
ー
ト
ス
DH
、

柏
DH
）

20
土　
ぷ
ら
っ
と
な
み
き（
国
）／
と
も
し
び
法
話
会（
至
特
）

／
コ
ミ
カ
フ
ェ

24
水　
運
営
推
進
会
議（
国
）／
和
光
集
会（
和
）／
夏
祭
り（
柏
、

〜
25
日
）／
居
酒
屋
キ
ー
ト
ス（
キ
）

25
木　
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム（
国
）／
運
営
懇
談
会（
ス
）

26
金　
至
誠
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

30
火　
全
体
集
会（
至
特
・
和
）

　
温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
厚
く

　
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
令
和
元
年
６
月
１
日
〜
７
月
31
日

①
金
員
の
部

窪
世
つ
ね　
　
市
川
敏
夫　
　
松
田
紀
子　
　
形
如
式
典
㈲　

長
谷
見　
満　
梶
浦
善
江　
　
大
橋
と
し
江　
山
﨑
厚
子

下
東
玲
子　
　
濵
﨑
裕
子　
　
今
井
幸
子　
　
幸
町
団
地
自
治
会　

荒
井
益
子　
　
社
会
福
祉
法
人
敬
愛
会
あ
お
ば
保
育
園

安
本
善
衛　
　
安
本
サ
ヨ
子　
　
井
上
允
恵　
　
前
田
金
属
工
業
㈱

感
謝
録

ホ
ー
ム
日
誌

※入居施設定員
　至誠特別養護老人ホーム 96 名、至誠ホームアウリンコ 129 名、至誠ホームキートス 70 名、
　至誠ホームミンナ小規模特養 29 名、至誠和光ホーム 50 名、至誠ホームスオミ・ケアハウス 50 名、
　至誠ホームスオミ・グループホーム 9 名、調布若葉ケアセンターグループホーム 18 名、
　至誠ホームミンナグループホーム 18 名
※サービス付き高齢者向け住宅せせらぎ 15 戸　サービス付き高齢者向け住宅フラット「楽」７戸
※訪問介護は提供時間
※利用延日数

至誠ホーム利用者状況   2019 年度ボランティア受入 / 福祉学習協力状況
　　　　　　令和元年６月〜７月

※ GH：グループホーム　　※ 2：自主事業

事　業　内　容
ふれあい夕ごはん事業

利用者数
保養ステイ事業（和光）
保養ステイ事業（スオミ）
通所介護（至誠アクティブセンター）
至誠ホームアウリンコ
至誠ホームキートス
至誠ホームオンニ 
至誠ホームアウリンコ
調布若葉ケアセンター
調布柴崎ケアセンター
至誠キートスケアセンター
至誠柏ケアセンター
至誠国分寺ケアセンター
至誠コミケアセンター
至誠キートスケアセンター
至誠ホームミンナ
至誠ホームオンニ

累計６月 ７月

自主事業

短期入所
生活介護

通所介護

訪問介護

小規模多機能

 309 345 1,232
 29 30 114
 39 43 128
 0 0 0
 44 52 179
 509 569 2,058
 275 291 1,158
 34 28 67
 432 506 1,857
 493 537 2,053
 413 442 1,797
 964 1,061 3,954
 648 673 2,566
 497 558 2,031
 483 543 2,153
 630.0 657.5 2,503.5
 660 682 2,684
 90 155 245

特 養
施設名 事業名 一般V V体験 計 累計

至誠特別養護
老 人 ホ ー ム

至 誠 ホ ー ム
ア ウ リ ン コ

生 活 ア ク テ ィ ビ テ ィ
至 誠 和 光
ホ ー ム

至 誠 ホ ー ム
ス オ ミ
至 誠 コ ミ
ケアセンター

至誠調布若葉
ケアセンター
至誠調布柴崎
ケアセンター

至 誠 ホ ー ム
オ ン ニ

至 誠 柏
ケアセンター

至 誠 ホ ー ム
ミ ン ナ

至 誠 国 分 寺
ケアセンター

特 養
通所介護

軽費老人
ホ ー ム
ケアハウス
G H
いこいの場
通所介護
G H
通所介護
特 養
ショート
看護小規模
多 機 能

特 養

通所介護
小規模多機
能居宅介護

特 養
G H
通所介護

計
累 計

	 451	 12	 463	 890

	 132	 12	 144	 251
	 66	 0	 66	 148
	 229	 0	 229	 486

	 40	 0	 40	 75

	 6	 0	 6	 16
	 22	 0	 22	 94

	 61	 0	 61	 126

	 43	 18	 61	 87
	 20	 10	 30	 45

	 32	 0	 32	 58
	 5	 0	 5	 5
	 0	 0	 0	 0
	 10	 0	 10	 10
	 566	 3	 569	 1,082
	 84	 0	 84	 173通所介護

至 誠 ホ ー ム
キ ー ト ス

	 127	 4	 131	 245

	 51	 0	 51	 109

	2,039	 61	 2,100	 4,089
	4,028	 61	 4,089	 6,078

	 73	 2	 75	 151
	 21	 0	 21	 38
	 0	 0	 0	 0



多
摩
信
用
金
庫
新
任
職
員
研
修
６
名（
各
２
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
19
名　
延
56
日

（
３
）
見
学
・
視
察　
　
　
　
　
　

 　
　

至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
入
居
者
6
名
／
フ
ッ
ト
ケ
ア

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
10
名
／
立
川
市
勉
強
会
参
加
者
5
名
／
多
摩

南
部
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
12
名
／
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
北

南
ブ
ロ
ッ
ク
栄
養
士
15
名
／
社
会
医
療
法
人
社
団
健
生
会
ふ
れ

あ
い
相
互
病
院
1
名
／
社
会
福
祉
法
人
多
摩
養
育
園
5
名
／
タ

イC
hulalongkorn U

niversity

14
名

計
68
名　
累
計
１
２
１
名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈7〉

№ 347

◎
社
会
福
祉
士

大
原
学
園　
藤
生
弘
子（
13
日
）／
立
教
大
学　
鈴
木
一
世（
12

日
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
２
名　
延
25
日

◎
そ
の
他

東
京
医
療
保
健
大
学 

東
が
丘
・
立
川
看
護
学
部 

災
害
看
護
学

コ
ー
ス
８
名（
各
１
日
）／
東
京
都
立
府
中
看
護
専
門
学
校
６
名

（
各
２
日
）
／
東
北
大
学
１
名
（
７
日
）　　
計
15
名　
延
27
日

（
２
）
体
験
学
習
（
錦
地
区
）

人
事
院
初
任
者
研
修
４
名（
各
５
日
）３
名（
各
４
日
）／
多
摩
信

用
金
庫
新
任
職
員
研
修
６
名（
各
２
日
）

幸
町
地
区

【
他
市
】　
ウ
ク
レ
レ
・
ホ
ア
ピ
リ　

今
井
紗
綾　

 

内
田
純
子

小
川
貞
枝 

奥
山　
豊 

笠
原
加
代
子 

金
子
節
子 

児
玉
早
苗 

佐
伯
節
子 

櫻
井
千
佳
子 

佐
々
木
染
子 

鈴
木
眞
弓 

髙
野
信
子 

田
久
保
妙
子 

伊
達
美
紀
子 

戸
井
田
知
代 

富
永
勝
人 

富
永
允
信 

長
谷
川
初
子 

林　
幸
子 

林　
美
保 

土
方
和
子 

菱
山
好
雄 

肥
田
木
雅
子 

福
島
央
巳 

保
坂
栄
子 

柳
澤
真
紀 

横
川
澄
子 

横
川
好
行 

若
杉
恵
美
子　
　
延
６
５
０
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
柏
セ
ン
タ
ー
）

【
立
川
市
】 　

 

浅
見
富
江 

安
部　
操 

飯
村　
睦 

石
橋
京
子 

岩
田
綾
子 

植
野
ふ
じ
子 

黒
岩
二
三
子 

黒
田
直
子 

小
林
正
子 

小
林
好
子 

篠
田
紀
子 

高
橋
明
子 

近
森
英
子 

榛
沢
利
恵 

平
野
冨
士
枝 

福
西
正
弘 

三
上
久
美
子 

師
岡
恵
美
子 

鷲
沢
芙
美

 　

延
１
３
１
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ミ
ン
ナ
）

【
国
分
寺
市
】 

原
垣
内
和
加
子　
大
澤
早
智
子　
熊
崎　
弘

熊
崎
咲
子 

佐
野
文
子 

笹
谷
信
子 

中
村
啓
子 

濱
ひ
で
子 

栗
原
克
徳 

井
上
允
恵 

丸
山
秀
雄 

河
野　
了 

中
川
寿
恵
子 

近
藤
邦
憲　

 

　
　
　

 

延
94
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
も
と
ま
ち
）

【
国
分
寺
市
】　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
笛
協
会　
国
際
文
化
理
美
容

専
門
学
校 
横
山
交
子 

和
田
博
子 

【
他
市
】 
菅
野
彰
子 

福
田
洋
子 

吉
富
晶
子 

萬　
由
美 

秋
山
真
理
美 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
51
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
若
葉
）

【
調
布
市
】　 

明
西
寺 
石
橋
隆
二 

江
上
芳
子 

益　
イ
ツ
子 

大
村
哲
夫 
押
部
忠
康 

狩
野
富
枝

齊
藤　
孝 

鈴
木
悦
子 

中
澤
禮
吉 

中
島
玲
子

服
部
芳
子 

宮
崎
雅
代 

小
泉
圭
右 
鎌
田
幸
光

渡
会
健
一 

木
村
宏
子 

瓦
林
紀
子　
　
　
　
　
延
63
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
調
布
柴
崎
）

【
調
布
市
】 

佐
藤
す
ば
る 

尾
作
明
子 

當
麻
亨
子 

鈴
木
委
子 

松
岡
真
由
美 

太
田　
雅 

吉
澤
由
美
子 

中
村
秀
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
32
名

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

〔
錦
〕　　
　
　
　
至
誠
保
育
園
・
桐
朋
高
校
　
　
　
　
延
23
名

〔
キ
ー
ト
ス
〕　　
立
教
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
３
名

〔
柏
セ
ン
タ
ー
〕　
な
し

〔
ミ
ン
ナ
〕　　
　
な
し

〔
も
と
ま
ち
〕　　
な
し

〔
調
布
若
葉
〕　　
調
布
市
立
第
４
中
学
校　
　
　
　
　
延
８
名

　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
元
年
６
月
１
日
〜
７
月
31
日

（
１
）
実
習
研
修

【
国
立
市
】　　
歌
の
広
場 

明
石
浦
子 

小
見
伊
津
子 

竹
山
牧
子 

西
村
和
也 

山
根
浩
子 

山
本
日
向
子

【
国
分
寺
市
】 

前
田
博
美 

【
他
市
】　
聖
書
の
会　
と
も
し
び
法
話
会　
レ
イ
ポ
ニ
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
ズ　
都
立
富
士
森
高
校　
都
立
福
生
高
校　
リ
ラ
プ
レ

カ
リ
ア 
阿
川
聰
子 

雨
宮
む
つ
実 

猪
野
貴
美
子 

井
上
知
加
子 
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ー
ひ
ろ
こ 

内
田
明
子 

岡
部
恵
美 

小
野
島
周
平 

加
藤
晴
枝 

島
村
正
博 

鈴
木
保
明 

髙
田
和
彦 
長
山　
渓 

塙　
浩
光 

深
水
芳
子 

松
下
晴
香 
吉
本
利
奈 

和
崎
紗
椰

　
延
９
４
６
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
コ
ミ
ホ
ー
ム
）

【
立
川
市
】 

加
藤　
清 

磯
野
俊
雄 
宮
下
皆
子 

清
水
春
美 

長
谷
川
総
子 

芥
川
友
慈 
和
地
登
喜
子 

加
藤
恵
美 

【
他
市
】　　
　
雨
宮
む
つ
美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
61
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
オ
ン
ニ
）

【
立
川
市
】 

マ
ー
ラ
プ
ア 

今
井
佐
智
子 

佐
藤
智
英
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
15
名

一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
キ
ー
ト
ス
）

【
立
川
市
】　　
メ
ゾ
ピ
ア
ノ　
朗
読
サ
ー
ク
ル
こ
え　

柏
町
隣
人
会 

幸
オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル　
上
水
め
ぐ
み
教
会　

ス
マ
イ
ル 

青
木
融
子 

浅
川
惠
子 

荒
井
和
子 

池
田
三
郎 

池
田
靜
子 

石
川
悦
子 

板
羽
多
枝
子 

岩
品
和
子 

上
野
和
夫 

梅
津
美
和
子 

岡
部
洋
子 

奥
野
智
恵
子 

奥
脇
光
子 

織
原
良
江 

加
賀
晴
子 

河
野
美
和
子 

菊
池
正
勝 

北
瀬
明
子 

金
須
礼
子 

紅
林
由
美
子 

神
山
喜
久
江 

小
林
弥
生 

斎
藤　
博 

栄
田
隆
子 

佐
藤
純
一 

佐
藤
民
江 

佐
藤
初
美 

澤
田
照
代 

三
中
西
せ
い
子　
三
中
西
博
介　
静
田
記
代
子

城　
和
子 

白
井
友
理
恵 

進
藤
カ
ツ
エ 

鈴
木
洋
子 

関
根
太
治 

髙
杉
勝
美 

髙
橋
明
子 

高
橋
征
子 

髙
橋
陽
子 

髙
橋
好
弘 

武
井
容
子 

竹
内
雅
子 

田
中
清
子 

田
中
秀
穂 

田
中
美
智
子 

田
邉
シ
ゲ
子 

谷
山
喜
代
子 

鶴
巻
清
子 

寺
本
一
俊 

栃
木
房
義 

富
永
友
里
乃 

鳥
越
幸
子 

中
澤
京
子 

中
嶋
カ
ツ
子 

中
根
幸
子 

中
野
庸
夫 

中
村
さ
と
子 

成
田　
綴 

西
村
次
子 

二
瓶
祥
子 

野
中
け
い
子 

野
矢
悠
子 

羽
村
ミ
サ
子 

早
坂
勝
子 

原　
静
江 

藤
井
美
千
代 

別
府
ひ
ろ
子 

堀　
弘
子 

堀
部
晴
子 

本
間
秋
子 

本
間
和
吉 

松
本
恵
美 

溝
口
礼
子 

宮
坂
一
栄 

持
丸
弘
子 

森
生
愛
子 

山
川
和
代 

山
口
弘
子 

山
越
美
津
江 

山
崎
絹
江 

吉
岡
正
晶 

吉
村
竹
美 

若
月
里
美 

渡
辺
佳
子 

渡
会
和
子

【
国
分
寺
市
】 

大
井　
京 

小
野
千
代 

小
野
俊
雄 

風
間
律
子 

勝
倉
ナ
ホ
ミ 

河
村
裕
理 

小
林
邦
子 

神
宮
路
久
枝 

時
枝
由
美
子 

橋
本
美
穂 

山
本
佳
子

福
祉
学
習
協
力

後
援
会
費
納
入
者
ご
芳
名  

　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
令
和
元
年
６
月
１
日
〜
７
月
31
日

桑
原
一
雅 　
　
清
水
富
男　
　
清
水
真
理
子　
高
橋
恵
美
子　
若
松
京
子　
　
市
川
敏
夫　
　
金
井
敬
子

西
久
保
加
代
子　
中
野
節
子 

三
石
和
美　
　
梶
浦
善
江　
　
宮
本
清
孝　
　
大
橋
と
し
江　
山
﨑
厚
子

前
田
金
属
工
業
㈱　
杉
原
メ
リ
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
16
名

後
援
会
コ
ー
ナ
ー

映
画
『
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
～
』
上
映
会
の
お
知
ら
せ

　

立
川
市
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
等
で
組
織
す
る

「
立
川
市
高
齢
者
福
祉
施
設
会
」が
、
介
護
の
仕
事
の

魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
お
届
け
す
る
上
映
会
で
す
。

　

ケ
ア
ニ
ン
と
は
、
介
護
・
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
、
人
の
「
ケ
ア
」
に
関
わ
り
、
自
ら
の
仕
事
に
誇

り
と
愛
情
、
情
熱
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
人
の
こ
と

で
す
。
主
人
公
の
介
護
福
祉
士
の
成
長
す
る
姿
を
通

し
て
、
人
と
命
に
向
き
合
う
こ
と
の
尊
さ
を
描
く
と

い
う
、
ま
さ
に
「
介
護
の
仕
事
」
の
魅
力
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
映
画
で
す
。

　
至
誠
ホ
ー
ム
も
こ
の
映
画
の
制
作
に
協
力
し
た
経

緯
が
あ
り
、
協
賛
団
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
小
中

学
生
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
に

ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
。

　
介
護
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
や
現
在
ど
な
た
か

を
介
護
し
て
い
る
と
い
う
方
は
も
ち
ろ
ん
、
介
護
の

こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

■
日
時　
令
和
元
年
11
月
2
日
㈯
　
14
時
～
16
時（
13
時
30
分
開
場
）

■
場
所　
た
ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
川
市
市
民
会
館
）
小
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
無
料

■
定
員　
１
５
０
名
（
申
込
み
順
）

■
申
込
み　
電
話
に
て
至
誠
ホ
ー
ム
キ
ー
ト
ス

　
　
　
　
　
（
０
４
２

−

５
３
８

−

２
３
２
３
）
ま
で



あ
り
ま
す
。 

②
支
援
が
困
難
な
方
の
支
援
サ
ポ
ー
ト
や
効
果

的
な
介
護
方
法
等
の
専
門
相
談
支
援
、
認
知

症
カ
フ
ェ
開
設
等
の
支
援
や
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
研
修
な
ど
の
啓
発
活
動
等
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
当
事
者
の
社
会
参
加
、
地
域
活
動

参
加
等
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
当
事
者

だ
け
で
な
く
、
家
族
や
介
護
職
員
向
け
に
専

門
家
の
派
遣
や
技
術
知
識
の
指
導
助
言
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

③
認
知
症
を
発
症
し
た
方
、
家
族
の
相
談
支
援

や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
助
言
も
行
い
ま

す
。

　
　
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
全
国
自
治
体
に
設
置

さ
れ
た
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に

も
多
く
の
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
チ
ー

ム
員
と
し
て
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
出

来
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
良
い
環
境
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
社
会
」
に
繋

ぐ
橋
渡
し
と
い
う
お
仕
事
で
す
。

立
川
市
北
部
中
さ
い
わ
い
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー	

０
４
２（
５
３
８
）２
３
３
９

立
川
市
に
し
き
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー		

０
４
２（
５
２
７
）０
３
２
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
と
ま
ち	

０
４
２（
３
０
１
）５
０
０
１

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
み
き	

０
４
２（
３
０
０
）３
７
０
２

国
分
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
ん
だ	

０
４
２（
３
０
０
）２
３
３
９

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
至
誠
し
ば
さ
き	

０
４
２（
４
８
８
）１
３
０
０

　
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
は

超
高
齢
化
社
会
で
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
介
護
保
険
認
定
を
受
け
て
い
る
認
知
症

高
齢
者
数
は
、
２
０
１
６
年
は
41
万
人
で
し
た

が
、
２
０
２
５
年
に
は
56
万
人
（
１・
４
倍
）

に
な
る
と
い
う
試
算
も
あ
り
ま
す
。
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
を
踏
ま
え
る
と
潜
在
的
に
は
も

っ
と
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
々
の

生
活
の
場
所
で
す
が
、
実
は
在
宅
が
６
割
、
医

療
機
関
と
介
護
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
約
２
割
で
、

半
数
以
上
の
方
が
皆
さ
ん
の
そ
ば
で
生
活
を
し

て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　
国
も
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
、
新
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
（
２
０
１
５
年
公
表
）
に
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
と
い
う
役
割
の
仕
事
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
で
は
、
ど
ん
な
役
割
で
し
ょ
う
か
？
少

し
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
医
療
・
介
護
等
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
。

　
　
孤
立
し
な
い
よ
う
に
色
々
な
人
々
と
繋
が

り
の
橋
渡
し
や
認
知
症
ケ
ア
の
流
れ
（
ケ
ア

パ
ス
）
等
を
知
っ
て
安
心
し
て
も
ら
う
事
が

『
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
』

　
　
　
　
　
と
い
う
お
仕
事

調
布
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

至
誠
し
ば
さ
き

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　
　
　
　

柴　
　
　
元   

之 

児
童
・
保
育
・
高
齢

　
　
　
　

  

各
事
業
本
部
合
同

■ 

日
程
／
令
和
元
年
10
月
19
日
㈯

　
　
　
　
　
　
10
時
〜
14
時

■ 

場
所
／
至
誠
ホ
ー
ム
敷
地
内

　
　
　
　
（
立
川
市
錦
町
６

−

28

−

15
）
雨
天
決
行

◎
新
品
の
衣
料
品・雑
貨
・手
作
り
作
品
販
売
な
ど

◎
模
擬
店
・
協
力
出
店
の
皆
様
に
よ
る
販
売
な
ど

　
合
同
事
業
な
ら
で
は
の
企
画
が
多
数
出
店
し
ま
す
。

　
お
楽
し
み
に
ど
う
ぞ
！

　
ご
寄
贈
品
は
毎
日
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
お
届
け
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
お
引
き
取
り
は
ご

　
容
赦
お
願
い
致
し
ま
す
）

　
受
付
期
間　
10
月
11
日（
金
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ　
電
話 

０
４
２

−

５
２
７

−

０
０
３
１

担
当
／
佐
藤  

（
至
誠
ホ
ー
ム
ス
オ
ミ
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
）

第
６
回
至
誠
ホ
ー
ム
調
布
ま
つ
り

■ 

日
程
／
令
和
元
年
11
月
17
日
㈰

　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
〜
14
時

■ 

場
所
／
至
誠
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
調
布
若
葉
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　

雨
天
決
行
（
調
布
市
若
葉
町
３

−

１

−

５
）

◎
内
容　
模
擬
店・手
作
り
作
品・フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
大
道
芸
・
お
遊
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◎
他
に
も
楽
し
い
企
画
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
大
勢
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
電
話 

０
３

−

３
３
２
６

−

７
６
０
０

担
当
／
鈴
木
孝
雄  （
至
誠
ホ
ー
ム
調
布
若
葉
）

ご
寄
贈
品
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

至
誠
ま
つ
り
・
バ
ザ
ー
案
内

　
　
　
　
　

    

至
誠
和
光
ホ
ー
ム  

園
長

　
　
　
　
　
　

  

中
川
謙
夫

　
　
　
　

　
令
和
元
年
６
月
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
助
成
事
業
を
通
じ
て
、
公
益
財
団
法

人
特
別
区
協
議
会
様
よ
り
ご
寄
附
を
賜
り
空
気

清
浄
機
６
台
を
購
入
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
開
設
55
年
を
過
ぎ
た
至
誠
和
光
ホ
ー
ム
は
建

物
の
老
朽
化
に
関
す
る
課
題
や
時
代
と
と
も
に

変
化
し
て
い
く
入
居
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
関

す
る
課
題
な
ど
が
あ
り
、
住
環
境
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
施
設
レ
ベ
ル
で
も
入
居
者
個
人
レ
ベ

ル
で
も
、
常
に
見
直
し
を
必
要
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
衛
生
環
境
改
善
は
重
要
な
事

項
と
し
て
含
ま
れ
て
お
り
、
入
居
者
自
治
会
と

職
員
と
で
協
議
を
重
ね
様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

 

そ
の
よ
う
な
中
で
こ
の
度
の
ご
支
援
を
賜
る

こ
と
が
で
き
、
入
居
者
・
職
員
一
同
日
々
の
取

り
組
み
を
行
う
上
で
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し

た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

『
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
』

ご
寄
附
に
よ
る
空
気
清
浄
機
購
入
の
御
礼

入居者自治会役員の皆様とご寄附
いただいた空気清浄機


